
検
幽
し
得
る
。
続
篇
の
み
に
よ
っ
て
も
充
分
に
活
用

し
得
る
事
は
こ
れ
に
よ
っ
て
も
充
分
に
認
め
ら
れ
よ

う
。
そ
の
成
果
は
何
と
い
っ
て
も
一
同
小
字
名
を
徹

底
的
に
抽
出
表
記
す
る
事
に
成
功
し
て
い
る
事
で
、

　
町
村
合
併
が
進
行
し
て
い
る
今
目
、
一
応
昭
和
三

十
四
年
一
月
現
在
迄
を
対
象
と
し
て
取
扱
わ
れ
て
い

る
が
、
カ
イ
ト
（
垣
）
の
如
き
小
字
名
は
実
に
千
に

及
ぶ
存
在
が
確
認
せ
ら
れ
、
　
「
○
○
カ
イ
ト
」
と
称

す
る
も
の
等
は
壌
内
の
項
と
五
十
音
順
に
配
列
さ
れ

た
項
の
中
に
も
抽
出
す
る
等
、
誠
に
良
心
的
な
編
輯

を
な
さ
れ
て
い
る
。

　
大
和
を
研
究
す
る
も
の
に
と
っ
て
、
地
名
は
重
要

な
無
腰
を
占
め
る
場
合
が
甚
だ
多
い
。
昨
今
迄
は
地

名
の
毒
血
に
「
大
和
志
」
が
重
要
な
地
位
を
し
め
て

い
た
華
も
事
実
で
あ
ろ
う
が
、
本
書
の
成
る
に
及
ん

で
、
そ
の
研
究
は
更
に
拡
大
進
捗
す
る
纂
も
充
分
に

察
さ
ら
れ
る
。
唯
望
蜀
の
雷
を
呈
す
る
な
ら
ば
三
字

以
上
の
町
村
大
字
名
が
二
字
に
省
略
表
記
さ
れ
て
い

る
点
で
、
巻
頭
に
つ
け
ら
れ
た
奈
良
県
市
町
村
大
字

（
丁
田
）
一
覧
表
に
一
応
繍
を
通
す
不
髄
が
あ
る
か
ら

で
あ
る
。
勿
論
こ
の
様
な
不
便
は
中
野
氏
が
辛
苦
せ

ら
れ
に
努
力
に
比
す
れ
ば
、
そ
の
労
を
い
と
う
方
が

間
違
い
で
あ
ろ
う
。

　
以
上
の
様
に
正
・
続
に
わ
た
る
奈
良
県
下
の
地
名

は
、
中
野
交
彦
氏
を
中
心
と
し
た
地
名
学
研
究
所
員

の
一
八
ケ
年
に
及
ぶ
努
力
に
よ
っ
て
集
大
成
を
み
、

全
国
に
例
を
み
な
い
地
名
大
辞
典
が
完
成
を
み
た
。

中
野
氏
の
燐
眠
は
よ
く
最
近
の
改
革
を
予
想
し
た
と

は
想
像
し
得
ぬ
が
、
近
来
の
擬
地
改
革
・
町
村
合
併

に
よ
る
地
名
の
改
廃
を
想
起
す
る
時
、
本
書
が
単
に

地
理
・
歴
史
・
国
語
・
民
俗
の
諸
学
徒
の
専
有
に
き

す
も
の
で
な
く
、
そ
の
利
用
活
用
の
域
を
更
に
拡
げ

る
も
の
で
あ
ろ
う
。
　
（
B
5
版
　
七
五
四
頁
　
地
図

付
　
溜
出
三
四
年
七
月
　
京
都
伏
見
桃
山
　
理
本
地

名
学
研
究
所
発
行
）
　
　
　
　
　
（
堀
濾
　
春
峰
）

学
界
消
息

史
学
研
究
会
関
係

史
学
研
究
会
大
会

　
恒
例
の
十
一
月
心
置
（
日
）
二
日
（
月
）
の
両
日

　
に
わ
た
っ
て
開
催
し
た
。
第
　
日
見
学
会
は
、
約

　
一
二
〇
名
の
参
加
が
あ
り
、
パ
ス
輪
台
を
連
ね
て

　
予
定
の
通
り
　
休
専
酬
恩
庵
・
普
賢
寺
・
岩
船
寺
・

　
浄
瑠
璃
寺
の
コ
ー
ス
を
京
都
博
物
館
毛
利
久
氏
の

　
懇
切
な
解
説
の
も
と
に
巡
回
し
、
終
了
後
南
禅
寺

　
細
川
邸
で
懇
親
会
を
開
催
し
た
。
第
二
日
総
会
及

　
び
大
会
は
、
楽
友
会
館
講
演
室
で
閤
催
。
総
会
は

　
宮
騎
理
寮
長
の
挨
拶
に
は
じ
ま
り
、
有
光
理
事
よ

　
り
会
務
・
会
計
の
報
告
が
あ
り
、
報
告
内
容
ほ
満

　
冬
至
致
で
承
認
さ
れ
た
。
次
に
講
演
会
は
早
額
田

　
大
学
教
授
鈴
木
藤
高
氏
、
京
都
大
学
教
授
藤
岡
謙

　
二
郎
氏
に
よ
り
、
次
の
テ
ー
マ
で
行
な
わ
れ
た
。

　
　
戦
後
史
学
と
歴
史
主
義
　
　
　
鈴
木
　
成
高
氏

　
　
地
籍
麟
に
み
る
歴
史
地
理
学
の
課
題

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
藤
岡
謙
二
郎
氏

史
学
碍
究
会
十
二
月
例
会

　
十
二
月
五
日
（
土
）
午
後
一
時
於
楽
友
会
館

　
論
深
大
イ
ラ
ン
・
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
・
パ
キ
ス
タ
ン
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学界消患
　
学
術
調
査
隊
に
参
加
し
て
　
　
　
織
照
　
武
雄
氏

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
羽
田
　
　
明
氏

　
四
二
巻
四
簿
既
報
の
通
り
、
右
の
学
術
調
査
に
参

　
病
中
で
あ
っ
た
織
田
理
事
・
羽
蜀
評
議
員
は
十
一

　
月
初
旬
日
纂
帰
朝
さ
れ
た
の
で
、
早
速
報
告
会
を

　
開
催
し
た
。
　
（
ス
ラ
イ
ド
使
用
）

　
　
　
　
国
史
　
関
係

読
史
会
町
立
五
十
年
記
念
大
会

　
本
年
は
読
史
会
創
…
立
以
来
五
十
年
に
あ
た
り
、
次

　
の
諸
記
念
事
業
が
盛
大
に
行
わ
れ
た
。

　
十
一
月
三
日
（
祝
）

　
物
故
会
員
追
悼
会
　
午
前
一
〇
時
～
ご
一
時
二
百

　
万
遍
了
蓮
寺
　
五
十
年
目
．
間
に
物
故
さ
れ
た
会
貴

　
は
約
六
〇
名
に
の
ぼ
り
、
会
貴
及
び
遺
族
多
数
の

　
参
加
…
も
得
て
、
江
藤
牌
僚
｛
央
導
噺
㎜
の
も
と
、
し
め
や

　
か
に
追
悼
会
を
開
催
し
て
故
人
の
冥
福
を
祈
り
、

　
終
了
後
遺
族
を
囲
ん
で
座
談
会
を
開
き
故
人
を
し

　
の
ぶ
一
時
を
送
っ
た
。

　
公
隔
講
演
会
　
午
後
一
時
～
四
時

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
於
毎
日
支
局
ホ
ー
ル

　
歴
史
と
人
間
　
　
　
　
　
　
　
　
奈
良
本
辰
也
氏

　
黄
　
金
　
郷
　
　
　
　
　
　
　
　
小
葉
田
　
鮨
詰

　
西
洋
人
の
み
た
日
本
．
　
　
　
　
牧
．
　
健
二
氏

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
毎
艮
新
聞
後
援
）

祝
賀
晩
餐
会
　
午
後
五
時
～
八
時
　
於
楽
友
会
館

西
田
直
二
郎
名
告
教
授
以
下
最
近
の
卒
業
生
に
い

た
る
約
一
〇
〇
名
の
会
員
及
び
三
浦
周
行
博
士
命

患
欄
摺
氏
・
蜜
田
［
馬
丁
q
博
十
一
ム
つ
霞
心
凝
論
ハ
氏
、
平
調
供
詣
尽
大

総
長
な
ど
の
来
賓
を
招
い
て
盛
大
に
開
催
し
た
。

十
一
月
四
臼
　
記
念
大
会

（
第
　
会
場
）
　
於
文
学
部
会
議
室
（
尊
撰
堂
）

素
菱
鳴
諒
の
神
格
と
記
紀
紳
藁
詰
の
形
成

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
泉
谷
　
康
夫

日
本
の
瀾
照
　
　
　
　
　
　
　
　
　
山
根
徳
太
郎

網
羅
制
度
の
一
考
察
　
　
　
　
　

菊
地
　
康
萌

籾
蔵
天
皇
と
毘
臓
舎
那
仏
　
　
　
田
中
勝
蔵

綜
芸
種
二
院
の
創
建
三
無
に
つ
い
て
の
一
考
察

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鈴
木
　
祥
造

藤
原
時
代
の
文
化
に
於
け
る
「
心
ば
せ
扁
に
つ

　
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
池
田
　
源
太

金
峰
山
経
塚
の
教
示
　
　
　
　
　
　
佐
藤
　
虎
雄

藤
原
鎌
足
と
定
恵
の
信
仰
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
横
田
　
健
一

里
倉
旧
名
　
　
　
　
　
　
　
　
　
村
井
　
康
彦

中
轍
寺
院
に
於
け
る
講
に
つ
い
て
　
平
岡
　
定
海

発
掘
古
銭
よ
り
み
た
中
世
附
波
の
通
貨
内
容

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
吉
見
　
誓
夫

和
泉
国
大
鳥
庄
の
土
地
台
緩
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
高
尾
　
一
彦

地
頭
領
主
綱
に
つ
い
て
　
　
　
　
赤
松
　
俊
秀

（
第
二
会
場
）

長
慶
天
皇
に
つ
い
て
の
研
究

覚
如
時
代
の
本
尊
に
つ
い
て

鶴
林
寺
交
書
に
つ
い
て

群
小
轟
寺
院
の
申
興
と
開
山

　
一
浄
土
宗
の
場
合
一

家
礼
の
家
に
つ
い
て

於
付
属
図
書
館
講
演
室

竹工梅佐
潤郷原藤

聴松隆利
洲・良［1　章　　ヲミ

平
山
敏
治
郎

鋤
子
新
論
の
思
想
史
的
系
譜
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
今
中
　
寛
司

本
間
家
．
の
・
宵
い
計
理
綴
臨
繊
と
二
二
二
の
問
題

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
柏
倉
　
亮
吉

近
批
の
封
建
貢
租
に
関
す
る
一
考
察

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
酒
井
　
　
一

井
上
髭
の
思
想
に
つ
い
て
　
　
　
　
梅
渓
　
　
昇

近
代
思
想
史
に
お
け
る
政
治
と
畏
族

　
i
そ
の
明
治
的
解
決
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
山
岡
　
桂
二

独
填
美
術
史
学
界
の
動
向
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
中
村
　
二
柄

近
代
日
本
歴
史
学
の
成
立
と
京
都
史
学
派

　
i
内
田
・
三
浦
両
博
士
と
災
学
史
！

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
酒
井
　
忠
雄

歴
史
編
集
法
の
反
省
　
　
　
　
　
　
石
沢
　
　
撤

特
胴
史
料
展
観
　

十
一
月
一
日
～
六
日

京
大
付
属
図
薄
層
と
，
の
共
催
の
も
と
に
、
京
大
圏

史
第
一
陳
列
室
及
び
付
属
図
書
館
陳
列
室
の
両
会

場
に
わ
た
り
、
貴
重
史
料
の
特
別
展
観
を
行
な
っ

た
。
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読
史
会
五
十
年
資
料
展
　
十
一
月
三
・
四
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
於
陳
列
館
演
習
室

　
五
十
年
の
歩
み
を
圃
目
し
て
、
種
々
の
写
真
・
資

　
料
は
じ
め
故
人
の
遣
影
・
著
作
な
ど
の
展
観
を
行

　
な
っ
た
。

　
「
顯
史
論
集
」
　
「
回
顧
五
十
年
置
の
出
版

　
記
念
論
文
集
「
國
史
論
集
」
　
（
別
面
紹
介
参
照
）

　
及
び
五
十
年
史
「
回
顧
五
十
年
」
を
刊
行
し
、
会

　
員
に
配
布
し
た
。
な
お
「
国
史
論
集
」
は
残
部
若

　
干
あ
り
、
定
甑
三
千
円
で
会
員
外
か
ら
の
購
入
申

　
込
も
受
付
け
て
い
る
。

日
本
史
研
究
会
大
会

　
十
一
月
二
十
一
日
（
土
）
午
後
一
時
～
五
時

　
個
劉
研
究
発
蓑

　
伊
勢
神
宮
の
起
源
と
渡
会
氏
　
　
　
岡
爾
　
精
司

　
い
わ
ゆ
る
「
霧
進
地
系
荘
園
扁
の
構
造
に
閥
す

　
る
一
考
察
　
　
　
　
　
　
　
　
永
原

近
世
港
町
の
社
会
構
造
　
　
　
　
　
青
木

武
蔵
魍
化
政
期
農
業
の
史
的
位
相
　
宮
脇

　
一
篤
農
技
術
成
立
の
前
提
的
位
桐
一

石
川
墜
に
お
け
る
霞
由
艮
権
運
動
の
展
閥

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
福
冨

十
　
月
二
十
二
臼
（
日
）

（
共
通
テ
ー
マ
）

移
行
法
鋤
」

俊慶二茂二
文
哉

「
臼
本
に
お
け
る
社
会
構
成
の

　
八
・
九
世
紀
に
お
け
る
奴
隷
鮒
の
諸
条
件

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
門
脇

　
中
世
成
立
期
の
所
有
と
経
営
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
戸
園

　
農
罠
階
分
解
と
地
主
制
　
　
　
高
沢

　
国
粋
主
義
の
成
立
　
　
　
　
　
　
　
岩
井

　
　
　
　
東
洋
史
関
係

東
洋
史
談
話
会
大
会
　
十
一
月
三
目
（
祝
）

午
前
九
時
～
午
後
五
時

敦
煙
の
僧
宮
に
つ
い
て

北
魏
孝
交
霊
の
政
治

論
題
庫
律
に
つ
い
て

中
國
古
代
の
麻
織
物
生
産

満
文
武
皇
帝
実
録
の
原
典

禎
二忠裕芳

熊一一一・実

　
タ
ム
が
文
書
と
ニ
シ
ャ
ン
⊥
口
承
爾

　
明
代
松
江
棉
業
の
基
本
構
造

　
明
代
海
運
の
推
移

　
銀
論
に
つ
い
て

　
　
一
清
代
洋
銀
の
一
側
面
1

　
『
維
漢
近
年
大
饗
天
下
』
瓦
豪
を
通
じ
て
み
た

　
　
る
照
臨
時
代
の
形
勢
　
　
　
　
　
栗
原
　
朋
儒

　
春
秋
戦
国
時
代
の
主
従
関
係
　
　
　
貫
塚
　
茂
樹

順
鋼
大
学
院
会
　
　
　
　
　
　
へ

±
月
例
会
±
月
＋
阻
日
（
土
）
午
後
二
時

　
楽
友
会
館

人
文
科
学
研
究
所

　
　
竺
沙
　
雅
章

　
　
兼
子
　
秀
利

　
　
中
谷
　
英
雄

　
　
佐
藤
　
武
敏

　
　
今
西
　
春
秋

　
　
出
国
　
信
夫

　
　
藤
井
　
　
宏

　
　
墨
　
　
斌
夫

　
　
増
井
　
経
夫

　
宮
崎
先
生
の
「
科
挙
」
に
つ
．
い
て
　
中
谷
　
英
雄

　
徐
中
盤
氏
の
「
古
代
巴
蜀
初
論
」
　
狩
野
　
直
禎

　
十
二
月
例
会
　
十
二
月
十
二
日
（
土
）
午
後
二
時

　
楽
友
会
館

　
西
漢
の
社
ム
獄
と
経
済
　
　
　
　
　
　
杉
村
　
荘
三

煉
譲
謙
講
交
換
研
究
会
＋
夏
δ
具
申
）

午
後
一
時
三
〇
分
　
人
文
科
学
研
究
所
会
議
室

　
中
国
法
制
史
の
基
本
間
土
　
　
　
　
仁
井
賑
　
睦

東
洋
史
談
話
会
講
演
会

　
十
二
月
十
二
日
目
土
）
午
後
二
時
　
陳
列
館
第
二

　
教
室

　
居
席
関
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
藤
枝
　
　
晃

　
　
　
　
西
洋
史
関
係

燭
洋
史
読
懲
会
大
会
　
十
一
月
三
日
（
祝
）

　
午
前
九
時
半
～
午
後
五
時
・
京
大
楽
友
会
館

　
ロ
ー
マ
共
和
政
末
期
に
お
け
る
民
会
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
森
　
　
祐
三

　
ア
ウ
グ
ス
テ
ィ
ヌ
ス
に
お
け
る
自
然
観

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
近
山
　
金
次

　
「
フ
ラ
ン
ク
史
」
に
お
け
る
封
建
三
会
の
形
成

　
　
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
坂
田
　
正
二

　
司
教
都
市
マ
イ
ソ
ツ
に
お
け
る
市
民
身
分
の
成

　
　
立
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
　
沖
　
　
良
平

158 （158＞



学界消患
　
ゾ
ロ
イ
セ
ソ
開
拓
期
に
お
け
る
土
地
授
与
の
諸

　
　
形
式
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
出
田
　
作
男

　
十
五
・
穴
世
紀
に
お
け
る
西
フ
ラ
ン
ド
ル
甕
織

　
　
壽
工
業
の
一
性
格
　
　
　
　
　
　
照
口
　
　
博

　
　
ー
ペ
ル
グ
ー
ー
サ
ン
隠
ウ
イ
ノ
ツ
ク
の
崩
含
i

　
近
代
科
学
の
成
立
と
ロ
ソ
ド
ソ
王
立
協
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
山
国
　
優
児

　
べ
ー
コ
ソ
叛
乱
後
の
ヴ
ァ
ー
ジ
ニ
ア

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
石
川
　
光
世

　
人
民
党
運
動
に
お
け
る
労
農
同
盟
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鹿
嶋
　
邦
子

　
ヘ
リ
ゴ
ラ
ソ
ド
・
ザ
ソ
ヂ
バ
ル
協
定
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
岡
部
　
健
彦

読
書
会
例
会
　
於
西
洋
史
研
究
室

　
＋
月
＋
日
（
土
）

　
ミ
ケ
ラ
ソ
ジ
ェ
　
，
ロ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
茄
骨
　
　
　
　
　
泰

　
　
一
挫
折
の
一
典
型
…

　
十
月
十
七
臼
（
土
）

　
申
世
末
期
ド
イ
ツ
に
お
け
る
縫
民
の
階
級
闘
争
に

　
　
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
瀬
原
　
義
生

　
ナ
チ
ス
前
夜
の
右
翼
思
想
　
　
　
　
三
宅
　
正
樹

　
　
ー
メ
ラ
ー
・
フ
ァ
ン
・
デ
ン
。
ブ
ル
ッ
ク
と

　
　
　
国
際
政
治
－

　
十
月
三
十
一
日
（
土
）

　
サ
ソ
・
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
市
の
腐
敗
政
治
に
つ
い
て

　
　
i
一
九
世
紀
二
十
世
紀
の
諸
社
会
変
化
の
ケ

　
　
　
ー
ス
・
ス
タ
デ
ィ
と
し
て
1

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
志
邨
　
晃
佑

十
一
月
二
十
八
日
（
土
）

イ
タ
リ
ア
中
世
都
市
の
特
質
　
　
　
会
潤
　
雄
次

　
ー
ル
ネ
ッ
サ
ン
ス
の
基
盤
と
し
て
の
都
市
運

　
　
動
の
推
進
者
一

十
二
月
十
一
一
日
（
土
）

司
¢
傷
O
聴
絶
対
王
綱
と
ギ
ル
ド
の
動
向

　
一
－
議
会
立
法
を
通
じ
て
み
た
ギ
ル
ド
政
策
に

　
　
つ
い
て
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
田
村
　
満
穂

十
二
月
十
九
日
（
土
）

「瓢

飼
y
・
A
叩
唖
然
の
窪
－
田
主
義
ブ
ル
ジ
ョ
ワ
ジ
ー
に
よ

　
る
立
憲
化
過
程
　
　
　
　
　
　
　
末
川
　
　
清

　
　
　
地
理
学
関
係

人
文
地
理
学
会
大
会

十
一
月
三
日
（
祝
）
　
　
於
京
都
大
学
吉
田
分
校

工
業
誘
致
現
象
に
つ
い
て
　
　
　
　
杉
野
　
秀
一

松
阪
周
辺
に
お
け
る
綿
織
物
業
に
関
す
る
～
考
察

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
竹
内
　
政
予

わ
が
国
に
お
け
る
毛
糸
紡
績
の
立
地
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
俳
藤
　
喜
栄

名
古
醗
市
に
お
け
る
陶
器
工
業
の
展
開

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
浦
　
総
子

鉄
道
輪
送
に
お
け
る
近
代
化
の
問
題

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
山
繭
　
俊
郎

瀬
戸
内
の
小
型
底
曳
網
漁
業
　
　
　
薪
宅
　
　
勇

干
拓
に
よ
る
海
況
漁
況
の
変
化
と
そ
の
漁
業
に
お

　
よ
ぼ
す
影
響
に
つ
い
て
　
　
　
　
河
野
　
通
博

岡
山
県
錦
海
湾
干
拓
に
伴
な
う
漁
業
補
償
と
漁
氏

　
の
職
業
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
由
比
浜
省
吾

組
A
口
自
営
の
遠
洋
漁
業
　
　
　
　
　
藪
内
　
芳
彦

役
牛
が
も
つ
異
質
地
域
の
結
合
　
　
西
国
　
彦
一

放
牧
と
垣
内
　
　
　
　
　
　
石
田
　
寛

三
重
照
北
勢
地
区
に
お
け
る
桑
園
の
衰
退
と
分
布

　
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
　
大
迫

州
綺
市
域
の
農
業
の
構
造
　
　
　
　
野
原

北
海
道
に
お
け
る
擬
家
と
耕
地
　
浮
田

由
良
川
狭
窄
・
部
の
河
畔
地
形
と
土
地
利
用

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
寵
瀬

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
中
村

合
雛
里
の
位
綴
と
境
域
に
つ
い
て
木
村

古
代
ロ
ー
マ
に
お
け
る
地
理
学
の
～
考
察

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
金
子

大
家
屋
式
村
落
の
縫
…
造
と
そ
の
変
化

イ
ン
ド
シ
ナ
半
島
に
お
け
る
集
落
の
構
造

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
岩
国

熱
海
旅
館
街
の
成
立
と
現
状

宮
島
の
観
光
地
理
的
考
察
　
　
　
　
野
本

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
地
域
的
構
造

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
小
池

ソ
達
に
、
お
け
る
コ
ル
ホ
ー
ズ
集
落
形
態
の
分
析　　　泰析良　典敏輝

廉　宏露　明　良雄通

佐
々
木
高
明

　
　
　
慶
治

藤
繭
万
寿
男

　
　
　
晃
史

　
　
　
洋
一
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疎
及
び
街
道
集
落
の
変
容
過
程
　
　
桑
原
　
公
徳

古
地
麟
よ
り
見
た
姫
路
城
下
町
の
地
域
構
造

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
稲
見

近
世
に
お
け
る
村
名
の
変
遷
　
　
　
近
藤

九
十
九
里
の
集
落
移
動
論
の
批
判
　
菊
地

古
街
地
糸
と
市
街
地
の
実
態
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
浅
井

利　悦
夫忠治

二
一

　
選
挙
に
お
け
る
地
酌
綱
約
選
挙
胴
度
の
矛
庸
と
そ

　
　
の
地
理
的
考
察
の
有
効
性
’
　
　
清
水
馨
八
郎

　
二
曲
お
よ
び
裏
木
曲
地
口
の
民
家
形
式
と
そ
の
系

　
　
統
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
小
川
　
　
徹

　
南
西
諸
島
の
往
宅
　
　
　
　
　
　
　
杉
本
　
尚
次

人
文
地
理
学
会
第
3
4
回
例
会

　
十
二
丹
十
二
璃
　
午
後
二
時

　
　
　
　
　
　
　
於
大
阪
学
芸
大
学
天
王
寺
分
校

　
北
摂
山
地
に
お
け
る
地
形
上
の
二
・
三
の
問
題

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
坂
口
　
重
雄

　
淡
路
島
の
人
口
地
理
　
　
　
　
　
　
田
中
　
秀
作

　
イ
ラ
ン
・
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
・
パ
キ
ス
タ
ン
の
旅

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
織
田
　
武
雄

　
　
　
　
魑
　
　
　
　
　
　
　
　
　
末
尾
　
至
行

考
古
学
関
係

学
生
実
地
指
導
見
学
旅
行

　
十
一
月
十
穴
臼
－
二
〇
臼

　
岡
山
県
伊
都
南
大
窯
一
1
卸
気
郡
花
光
寺
山
古

墳
、
天
神
出
古
墳
一
指
出
高
望
塚
古
墳
i
騰
山

大
学
考
古
学
研
究
室
i
総
祉
周
辺
古
墳
群
（
加
茂

造
山
古
墳
、
榊
山
古
墳
、
チ
足
古
墳
、
蠕
蛎
塚
古
墳
）

－
国
分
尼
寺
琉
一
吉
備
考
古
館
－
倉
敷
考
古

館
、
美
術
館
、
民
芸
館
－
香
幽
霊
国
分
尼
寺
敏
、

岡
分
寺
堀
一
綾
歌
郡
石
船
石
棺
、
快
天
山
古
墳
と

出
土
遺
物
（
久
万
玉
中
学
校
）
一
三
豊
郡
大
野
原

古
墳
群
（
平
塚
、
角
塚
、
椀
貸
塚
）
　
（
六
九
頁
へ
）

投
稿
規
定

◇
資
格
史
学
研
究
会
々
員
に
限
る

◇
原
稿
の
長
さ

　
○
研
究
論
文
　
四
百
字
詰
五
〇
枚
程
度

　
○
研
究
ノ
ー
ト
　
四
蕩
宰
詰
五
〇
枚
以
内

　
　
（
以
上
に
は
、
四
百
字
以
内
の
要
約
二

　
　
　
通
添
付
の
こ
と
〉

　
○
学
界
動
向
　
四
百
字
詰
三
〇
枚
程
度

　
○
書
　
　
　
評
　
四
百
字
難
嬰
．
一
五
枚
以
内

　
○
紹
　
介
四
百
掌
詰
三
枚
以
内

◇
〆
切
　
毎
偶
数
月
末

「
史
林
」
へ
の
投
稿
規
定
は
右
の
通
り
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
M

各
位
の
積
極
的
な
御
投
稿
を
お
待
ち
い
た
し

ま
す
。

　　

@　

@　

@
　
「
史
埜
嚢
萎
鍵
｝

編
集
後
記

　
一
九
六
〇
年
の
新
春
を
遡
え
て
、
会
員
の
各
位
は

そ
れ
ぞ
れ
新
し
い
抱
負
を
も
っ
て
お
ら
れ
る
こ
と
と

旧
い
ま
す
。
史
林
で
も
、
昨
・
年
は
年
三
九
〇
〇
ペ
ー

ジ
の
樹
標
を
達
成
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
の
で
、

本
年
は
内
容
を
い
っ
そ
う
充
実
さ
せ
る
目
的
で
、
研

究
ノ
ー
ト
欄
を
新
設
し
、
ま
た
本
号
に
は
収
載
し
得

ま
せ
ん
で
し
た
が
、
次
号
よ
り
資
料
紹
介
欄
を
充
実

す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
諸
論
文
の
テ
ー
マ
が
ま

す
ま
す
専
聞
化
し
細
分
化
さ
れ
て
ゆ
く
現
状
の
な
か

で
、
皆
様
の
優
れ
た
着
眼
と
該
博
な
知
識
と
を
も
っ

て
、
三
三
的
な
聞
題
を
世
界
史
的
な
問
題
に
発
展
さ

せ
る
場
と
し
て
、
こ
の
両
欄
が
お
役
に
立
て
ば
と
念

願
す
る
次
第
で
す
。
御
投
稿
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま

す
。
な
お
毎
度
の
こ
と
な
が
ら
、
会
費
の
完
納
を
お

願
い
い
た
し
ま
す
。
　
　
　
「
　
（
小
野
山
鮪
）

一越

r肱

ﾘ
く
一
門
二
蛍
聞
卿
欄
　
定
価
一
八
O
円

　
史
　
　
林
（
鎮
嬰
悪
第
喜
）

　
　
　
　
京
都
市
左
京
匿
吉
田
本
町

　
　
　
　
家
郡
大
学
交
学
部
内

発
行
所
　
　
史
　
　
学
　
　
研
　
　
究
　
　
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
振
替
京
郡
五
一
五
五
番

　
　
　
　
　
　
　
理
事
長
　
　
窟
騎
市
定

　
　
　
　
　
　
　
編
集
主
任
　
　
赤
松
俊
秀

　
　
　
京
都
市
下
家
区
躍
七
条
獅
所
ノ
内
翼
町
還
九

印
刷
所
　
　
中
村
印
刷
株
式
会
社
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領
主
制
の
最
屯
重
要
な
存
立
基
盤
を
な
し
た
も
の
で
あ
る
。

⇔
別
名
の
領
主
達
は
、
領
内
の
年
貢
収
取
を
国
衙
に
対
し
て
保
障
す

　
る
責
任
を
も
た
さ
れ
そ
の
責
任
を
遂
行
す
る
た
め
、
領
内
の
農
業

　
経
営
全
般
を
実
際
に
管
理
・
統
轄
し
、
沙
汰
す
る
権
限
一
勧
農
権

　
を
獲
得
し
て
い
た
。
彼
等
は
領
内
に
対
す
る
み
ず
か
ら
の
勧
農
権

　
を
相
伝
の
「
私
領
」
と
な
し
、
こ
れ
を
拠
点
に
し
て
領
内
農
畏
を

　
組
織
し
っ
っ
漸
次
在
地
領
主
制
を
展
開
さ
せ
て
い
っ
た
。

㈱
別
名
の
成
立
事
情
に
は
さ
ま
ざ
ま
な
経
路
が
考
え
ら
れ
る
が
、
そ

の
主
な
推
進
主
体
は
国
衙
の
在
庁
所
に
拠
点
を
お
く
在
庁
官
人
達

で
あ
っ
た
。
彼
等
は
お
の
お
の
の
職
掌
に
し
た
が
い
つ
つ
全
体
制

的
に
旧
来
の
郷
を
分
割
し
、
数
多
く
の
在
庁
別
名
を
成
立
さ
せ
て

い
っ
た
。
か
く
し
て
彼
等
は
在
庁
官
人
で
あ
る
と
と
も
に
一
個
の

在
地
私
領
主
と
し
て
の
性
格
を
兼
ね
備
え
る
に
い
た
り
、
こ
こ
に

国
衙
を
申
心
に
、
　
一
国
的
規
摸
の
た
し
か
さ
で
封
建
的
構
成
へ
の

傾
斜
が
開
始
さ
れ
る
に
い
た
っ
た
。

！

国衙領における領主制の形成（大山）

　
（
　
山
ハ
○
百
ハ
よ
h
ソ
）

一
…
讃
破
富
保
存
遣
物
…
…
坂
出
鎌
田
博
物
館
…
…

城
山
－
金
由
好
古
堂
、
バ
カ
リ
ゴ
ウ
ロ
石
塚

白
峯
寺
～
岡
分
台
無
土
器
文
化
遺
跡
一
石
清
尾

山
古
墳
群
（
猫
塚
、
姫
塚
、
石
船
塚
、
鏡
塚
、
北
大

塚
）
－
高
松
市
す
べ
り
山
墨
土
弥
生
式
土
器
（
高

松
市
立
美
術
館
）
。
参
加
老
は
有
光
教
授
ほ
か
八
名
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
あ
っ
ゑ

京
都
府
与
謝
郡
加
悦
町
字
温
江
　
埴
輪
円
筒
棺
…
の
調

査　
加
悦
町
東
方
の
丘
陵
の
繭
斜
面
で
埴
輪
円
筒
棺
が

発
見
さ
れ
た
み
で
、
京
都
府
教
育
委
員
会
の
委
曝
を

う
け
て
、
京
都
大
学
文
学
部
西
谷
其
治
助
手
が
一
一

月
二
五
、
　
二
山
ハ
R
門
に
調
査
し
た
。
　
円
病
目
饗
か
発
見
さ

れ
た
位
概
に
は
、
墳
丘
ら
し
い
も
の
も
な
く
、
ま
た

付
近
に
も
古
墳
は
み
あ
た
ら
な
か
っ
た
。
棺
は
朝
顔

形
埴
輪
の
口
径
部
を
と
り
さ
っ
た
も
の
で
、
長
さ
九

ニ
セ
ン
チ
、
薮
部
の
径
憲
五
～
｛
二
八
セ
ン
チ
あ
る
。

阿
端
に
平
石
を
た
て
て
蓋
を
し
て
い
た
。
劇
葬
品
は

ま
っ
た
く
発
見
さ
れ
て
い
な
い
。

京
都
市
北
区
大
宮
町
　
瓦
窯
肚
の
発
見

　
大
宮
小
学
校
の
北
側
で
、
水
路
工
婆
に
よ
っ
て
瓦

窯
祉
が
破
壊
さ
れ
つ
つ
あ
る
と
。
い
う
報
知
が
あ
っ
た

の
で
、
京
都
大
学
文
学
部
横
山
浩
一
助
手
が
一
二
月

一
重
に
謁
殺
し
た
。
遺
構
は
発
見
で
き
な
か
っ
た

が
、
周
囲
の
地
形
か
ら
平
蜜
…
と
推
｛
疋
さ
れ
る
。
平
安

時
代
の
瓦
を
採
集
し
た
。
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